
青少年教育施設等における
青少年の体験活動の推進方策

社会教育の在り方に関する特別部会

2025年12月11日

國學院大學 青木康太朗

joynishida
テキストボックス
資料３



本日お話ししたいこと

1. 青少年の体験活動やその推進
に資する民間活力の活用も含め
た青少年教育施設の在り方

2. 青少年の体験活動に携わる人
材の資質向上

3. 関係団体や民間企業等の多様
な主体との連携・協働を促す
ネットワークの強化
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1．青少年の体験活動やその推進に資する
民間活力の活用も含めた青少年教育施設の在り方

＜提言４＞
今の時代に相応しい青少年教育施設
の在り方の検討
ü 住民のニーズに応えた青少年教育施設

の在り方の検討

ü 施設の長寿化や改修、設備更新等に対
する補助

ü 青少年教育施設職員の野外教育に係る
資格取得の推奨

ü 外部との連携・協働体制の強化

近年、施設の老朽化や少子化に伴う利用者数の減少などにより、公立
施設では統廃合や指定管理者制度・PFIの導入が進み、青少年教育施
設の在り方も変化の時を迎えている。
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引用：国立青少年教育振興機構「全国の国立青少年教育施設のご案内（リーフレット）」 4



引用：株式会社浜銀総合研究所（2025）「多様な体験活動の機会づくりと参加促進のための調査研究報告書」

「体験の機会の充実」からみた
国立・公立青少年教育施設のSWOT分析
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多様な視点による改革の方向性
ü 利用者のニーズを重視したサービスを提供する
『マーケットイン』の考え方の導入

ü 利便性、快適性、安全性の観点からの利用者
サービスの充実や利用者に対するホスピタリ
ティの向上

ü 地域特有の素材（自然、歴史、文化、産業等）を
生かした教育研修プログラムの開発

魅力的な施設への変貌には総合的な改革が必要

ü 教員の負担軽減に向けた直接指導の充実

ü 施設利用を前提としないアウトリーチ型の取組の実施

ü 大人向け、シニア向け、ファミリーや外国人向けといった新たな利用者層
の開拓に向けた取組の検討

ü デジタルマーケティングを取り入れた広報施策の改善や充実 等

国立青少年教育施設の振興方策に関する検討会（2025）「国立青少年教育施設の振興方策について（報告書）」 6



利用者数が増えている施設は
「子供の保護者の声を反映した企画」に力を入れている

引用：株式会社浜銀総合研究所（2025）「多様な体験活動の機会づくりと参加促進のための調査研究報告書」 7



1. 子どもの好奇心をくすぐる内容で
あること

2. 普段の生活や学校では体験でき
ない内容

3. 子どもが自分でできて達成感が
感じられること

4. （動物とのふれあいなど）思いや
りや自然の大切さがわかる内容
であること

5. 自然や季節が満喫できること

など

子どもが参加する体験を
選ぶ時に重視するポイント

参考：いこーよ総研「いこーよ2024年3月ユーザーアンケート」

体験活動のニーズを考える（子ども・保護者の視点）
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＜子どもや保護者がしたいけど（してほしいけど）・できていない体験活動＞

子ども・保護者が望む体験活動

ü お店や会社などでの職業体験

ü 農業や林業、漁業での勤労生産体験

ü 外国人と交流する国際交流体験
ü 実験や新しい技術にふれる科学体験

ü 自然の中で生き物や植物を採って食
べる食育体験

ü 自然を観察したり調べたりする自然観
察体験

子どものしたいことや保護者のしてほしいことの上位に、山や海、川などでの自然体験、
異年齢・異世代交流、社会貢献活動、地域行事などが挙がっているが、これらの活動は
実際にしている割合も高くなっている。

参考：国立青少年教育振興機構「青少年の体験活動等に関する意識調査 (令和4年度調査) 」

体験活動のニーズを考える（子ども・保護者の視点）
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1. 安全管理の体制が整っている
2. 施設・設備が充実している
3. 自然環境が豊かである
4. 例年利用している
5. 食物アレルギー等に対応する

など

利用する施設を決める時に
重視することや満足度に影響すること

参考：国立青少年教育振興機構「青少年の体験活動等に関する意識調査 (令和4年度調査) 」

1. 宿泊室や研修室等の清潔さ
2. 施設・設備の充実度
3. 施設等の使用料や食事料金
などの料金

4. 安全管理体制の充実度
5. 自然環境や近隣施設などの
立地環境

など

＜重視すること＞ ＜満足度に影響すること＞

利用する施設を検討する時に参考にした主な情報

• 自校の教職員からの情報
• 施設等のホームページ
• 施設等のパンフレットなど といった紙媒体の案内情報 など

体験活動のニーズを考える（学校の視点）
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引用：株式会社浜銀総合研究所（2025） 「変化を起こす！新たな利用者層を呼び込むマーケティング実践アイデア」パンフレット 11



引用：株式会社浜銀総合研究所（2025） 「変化を起こす！新たな利用者層を呼び込むマーケティング実践アイデア」パンフレット

デジタルマーケティングを取り入れた広報施策の改善や充実
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家族利用を増やす具体例！
大阪府立少年自然の家の取組

引用：株式会社浜銀総合研究所（2025）
 「変化を起こす！新たな利用者層を呼び込む
マーケティング実践アイデア」パンフレット

AISAS モデルで実践例をチェック
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青少年教育施設 公民館 博物館
科学館 動物園 図書館 児童館
スポーツ・レジャー施設 プレイパーク
フリースペース 子ども食堂 等

2．青少年の体験活動に携わる人材の資質向上

子ども会 青年団 PTA 町内会
スポーツ少年団 総合型地域スポーツ
クラブ 自然学校 ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ
ボーイスカウト・ガールスカウト 等

学習塾 スポーツクラブ 旅行会社
教育CSR活動に取り組む企業 等

地域学校協働活動 放課後子供教室
放課後児童クラブ 土曜学習応援団 等

場 所

企 業 取 組

放課後や休日における体験活動の場や機会
団 体

ü生活・文化体験活動（放課後に行われる遊びやスポーツ、地域における年中行事 等）
ü自然体験活動（登山やキャンプ、ハイキング、星空観察、動植物観察 等）

ü社会体験活動（ボランティア活動や職場体験活動、インターンシップ 等）

体験活動の分類
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体験活動に携わる人材の資質向上のためには

ü 体験を通じて青少年の学びや育ちを
支援する方法や考え方

ü 青少年の視点や意見を尊重し、参画
（意見形成、意見表明、意見反映等）を
促す関わり方

ü 青少年に関わる指導者としての心得
や倫理観（子どもの権利擁護、差別・偏
見・ハラスメントの防止等）

について学ぶことが大切

体験活動の企画・運営や指導法、安全管理、子ども理解などに加え・・・

安心・安全な環境を作り、質の高い体験活動の提供につながる
15



体験
Experience

言語
Language

身体
Physicality

体験活動の質を高める３つの要素

感性
Sensitivity

五感

感情

表現
話し合う・振り返る

説明する・質問する

楽しい・うれしい・感動
達成感・充実感・満足感

見る・聞く
触る・味わう・匂う

多様な身体感覚による立体的な理解 体験の言語化は学びや気づきの基盤

体験から生まれた感情は表現の源

何かしらの活動や行為を“すること”だけを意味するのではなく、
その活動や行為を通じて得られる感情 （うれしい、悔しい等）や気づき
（分かる、発見する等）、学び（理解する、できるようになる等）など、体験の
質に関わる部分も含まれる。

体験をするということには・・・

“体験する”ということの考え方
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ü 子どもたちが夢中になって取り組める活動なのか
ü 子どもたちの心が動かされるような体験になっているか

ü 子どもたちがどういった気づきや学びが得られているのか

その体験は・・・

その体験を通じて・・・

体験の質をみるポイント

体験の多様さや回数の多さを表してい
るのではない。
豊かさの本質は、ワクワク、ドキドキ、楽
しい、うれしい、悲しいといった様々な情
動や感情が喚起され、心が大きく揺れ
動くような体験の豊かさにある。

豊かな体験とは何か
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ü これからの青少年教育では、子どもを権利の主体として捉え、子ども・
若者の視点や意見を尊重し、対話を重ねながら共に進めていくという
姿勢をもつことが大切になる。

ü これまでは、指導者がよいと思う活動を考え、子どもたちに提供してき
たが、これからは、大人の視点や価値観だけでなく、子どもたちの「や
りたい！」という声にも耳を傾けながら、よりよい活動を共に考え、創り
出していくことが求められる。

こどもまんなか社会で
青少年教育指導者に求められることは何か

ü 今後、指導者に求められることは、こど
もまんなか社会へと変わることに対応
するのではなく、指導者自身が青少年
に対する意識を変え、体験活動の場や
機会の提供を通じてこどもまんなか社
会を作り上げていくことである。
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こどもの権利

Provision
提 供

Protection
保 護

Participation
参 画

Ø 青少年の体験活動においても、こども・若者をコ・デザイン（Co-Design）に取り組
むパートナーと位置づけていくことが望まれる。

Ø こども・若者をコ・デザインのパートナーとすることは、子ども・若者のエンパワメント
につながるだけではなく、子ども・若者の思いに即した活動の実現にもつながりる。

教育や支援の対象としてサービスを提供したり、保護したりするだけでなく、

社会形成過程への参画を保障していくことが大切

子どもの権利を守るには

参考：川中大輔・福井邦晃（2024）「キャンプにおける子ども・若者参画の実践と課題」CAMPING 209号 19



子ども・若者の意見反映の難しさ

意見形成
をめぐる課題

ü 参画機会を設けても、子ども・若者自身が自分の内にある思
いをすくい取れていなかったり、意見の形成に必要な情報が
不足していたりすることがある。

ü こうした場合、意見を求めても「何でもいい」「よくわからな
い」「決めてほしいという声が返ってくることになる。

意見表明
をめぐる課題

ü 意見が形成されても、安心の風土が醸成されておらず、子ど
も・若者が周囲からの反応に対して不安や懸念を抱いて、表
現することを躊躇したり、意見を曖味にしたりすることがある。

ü 「何を言っても大丈夫」と思える場をつくりつつ、自らの思いを
適切に表現できるよう多様な方法を示す必要性が出てくる。

意見反映
をめぐる課題

ü 意見が表明されても、子ども・若者同士や子ども・若者とス
タッフの間において意見が一致せずに葛藤を生むことがある。

ü 全ての意見をそのまま反映できることは少なく、合意形成の対
話は難しさが伴う。

子ども・若者の参画を実現するためには、大人が意見表明・意見反映の場を設ける
必要があるが、実際に取り組むには課題も多い。

川中大輔・福井邦晃（2024）「キャンプにおける子ども・若者参画の実践と課題」CAMPING 209号 20



日本キャンプ協会（2025） 「キャンプ指導者のための倫理ガイドライン」 https://camping.or.jp/news_release/news/33296.html

キャンプ指導者の⼼得
キャンプ指導者とキャンパーの信頼関係の
構築／差別やハラスメントの防止／自然
環境への配慮／キャンプと現代社会

倫理的な問題への対応
指導者の影響力／倫理的な問題を生じさ
せ得る構造的要因／アンコンシャス・バイ
アス（無意識の思い込み・偏見）への気づき
と対処／キャンプ指導者とキャンパーの適
切な距離感（プロフェッショナル・バウンダ
リー）を育む

キャンプの現場において、キャンプ指導者が倫理的・社会的責任を果たすための
心構えや問題への対応等について紹介

キャンプ指導者のための倫理ガイドライン
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3．関係団体や民間企業等の
多様な主体との連携・協働を促すネットワークの強化

ü 地域で取り組むべき課題や目標の共有し、それぞれの役割や連携
の在り方を明確にする。

ü チームの活動拠点となる場所を設ける。

ü プロジェクトを推進するコーディネーターを発掘・養成・活用する。

ü 地域の新たな教育力として企業（教育CSR）を巻き込む。

ü 体験の場や機会と青少年・保護者をつなぐ仕組みを作る。

ü デジタルプラットフォームを活用する。

多様な主体による体験活動を推進するプロジェクトチームの結成

z

＜既存の枠組みを活用＞

地域学校協働活動、地域ぐるみで『体験の風をおこそう』運動推進事業 等
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今後にむけて

ü 青少年教育の本質は、多様な体験や活動を通じて青少年の生きる力をは
ぐくみ、将来に向けて社会的自立を支援していくことである。

ü これからの青少年教育は、教育の枠にとどまることなく、地域コミュニティの
中で、遊び場・居場所づくり、文化・スポーツ活動、環境学習、国際交流・多
文化共生、地域づくり・まちづくり、障害のある人たちとの交流、キャリア・職
業教育といった多様な分野で展開されることが望まれている。

ü 多様な主体が課題や目標を共有し、連携・協働を図りながら、体験活動の
場や機会を意図的・計画的・継続的に作っていかなくてはならない。

ü 「施設」はそのための場であり、「人材」はその機会を作る支援者であり、
「連携・協働」は青少年の健やかな成長と自立を支える環境づくりである。

施設 ▷財政的な支援（改修、修繕、ICT化等）

人材 ▷研修の実施（青少年や体験活動に関する最新情報の提供等）

連携・協働 ▷コーディネーターの発掘、養成、活用

今後の課題
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